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令和 5 年度白書の特集は「花粉と森林」！
―関係者と連携して取組を推進―

林木育種センター審議役　小島　健太郎

6月4日、農林水産省は「令和5年度森林・林
業白書」を公表しました。白書は、森林・林業基
本法に基づき、政府が毎年作成して国会に提出す
るもので、森林・林業の動向と政府の施策につい
て記述されています。第一部「森林及び林業の動
向」の冒頭には、国民の関心事等をテーマとして、
その詳細な分析等を行う「特集」が設けられてい
ます。

今回の特集のテーマは「花粉と森林」です。
戦後、国土緑化による災害の防止や木材供給に

対する国民的要請に応える形でスギをはじめとす
る針葉樹人工林が造成されてきた経緯など、我が
国における森林資源の利用と造成の歴史から始ま
り、スギ等による花粉症の顕在化とこれまでの花
粉症・花粉発生源対策、更に、令和5年5月に「花
粉症に関する関係閣僚会議」において策定された

「花粉症対策の全体像」、同年10月に取りまとめ
られた「花粉症対策初期集中対応パッケージ」、
森林・林業基本計画の目指す多様な森づくりなど
について詳しく解説されています。

林木育種関係では、花粉の少ないスギ等の開発
などの取組が大変わかりやすく記述されていま
す。なお白書は林政審議会の意見を聴いて作成
されますが、昨年11月の審議会に林木育種セン
ターの研究者が招致され、花粉発生源対策のこれ
までの知見や花粉の少ない品種の開発について説
明を行いました。説明に用いた資料や審議の過程
も林野庁のＷebサイトに公表されておりますの

で、是非、白書と併せてご覧ください。
さて、「花粉症対策の全体像」においては、10

年後には、花粉発生源となるスギ人工林を約２割
減少させることを目指し、①スギ人工林の伐採・
植替え等の加速化、②スギ材需要の拡大、③花粉
の少ない苗木の生産拡大、④林業の生産性向上及
び労働力の確保等の取組を集中的に推進すること
としています。これらの取組は、相互に関係して
いるため、どれか一つでも滞ってしまうと目標に
たどり着けません。行政機関、森林所有者、林業
経営体、木材産業関係者、種苗生産関係者等幅広
い関係者が、同じ目的の下、適切に役割分担をし
つつ、それぞれの役割を着実に進めていくことが
必須となります。
「花粉の少ない苗木の生産拡大」については、

10年後に花粉の少ないスギ苗木の生産割合をス
ギ苗木全体の９割以上に引き上げるという目標が
示されています。林木育種センターは、この目標
の達成に向けて、都道府県や種苗生産関係者のみ
なさんと連携しつつ、新たな無花粉スギ品種及び
少花粉スギ品種の開発や特定母樹の指定、原種苗
木を早急かつ安定的に供給するための施設整備や
技術開発、新しい品種を森林所有者等へ普及する
ための取組等を進めてまいります。

（白書や審議会資料は、林野庁のWebサイト
https://www.rinya.maff.go.jp/で公開されて
います。）
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